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基本設定画面について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材を作成する際に必要な設定の詳細が記載されております。 

細かい設定が多数ありますので概要を参照してください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 



【基本設定】 

 

 項  目 概  要 

☆ １ ラベル 
通常使用している PC で例えると、《フォルダ》の役割をするのがラベルです。 

複数の教材をまとめて表示することができます。 

☆ ２ タイトル 教材の名前を保存します。 

☆ ３ 種  別 

教材の種類を選択します。 

《アンケート》の場合 

 

 

 

《レポート》の場合     《テスト》の場合 

    

☆ ４ 

アクセス制限 

教材の公開をどのようにするか選択できます。 

 

☆  
説明/注意点 教材を実行する際にメッセージを表示したい場合入力します。 

記名式……回答した学生の名前・IDがわか

ります。 

無記名式…解答した学生はわからず、回答

者はすべて「anonymous」とな

ります。 



【教材実行時の制限】 

 
 項  目 概  要 

☆ ５ 日時制限 教材を実行できる期間を設定できます。 

☆ ６ 

実行回数の制限 

教材を実行できる回数を設定できます。 

 

《注意》未回答設定で、[警告]や[何もしない]にした場合は未回答

だったのでもう一度実行したいと思っていても、一度終了したら

2 回目は実行することができなくなります。 

☆ 7 制限時間 教材を実行する時間を設定できます。 

☆ 8 
利用できるメンバーを限定する 

コースに登録されている学生からさらに利用する学生を絞り

込みができます。（登録している学生のみ利用可） 

☆  
IP アドレス制限 

教材にアクセスできる端末の IP アドレスを指定することがで

きます。 

☆  実行パスワード 
教材を実行するためのパスワード設定ができます。 

※ 最大 10 文字以内 



【問題表示】 

 

 項  目 概  要 

☆  ページ設定 

設問のページ構成を指定できます。 

複数ページ： 

1 問 1 ページに表示され、『次へ』で次のページに行く 

構成 

 

単一ページ： 

すべての問題が 1 ページに表示され、スクロールバーを 

利用しながら回答してく構成 

☆  設問を番号で隠す 
単一ページ設定の時に設定します。 

設問番号を非表示することができます。 

☆  選択肢の添え字 

問題の選択肢の添え字のパターンを設定します。 

 



 

 項  目 概  要 

☆  選択肢並べ替え 
カンニング防止のため、選択肢の順番を学生ごとに入れ替えら

れる設定 

☆  ランダム出題 
カンニング防止のため、出題の順番を学生ごとに入れ替えられ

る設定 

☆  前の問題に戻れないように設定する。 
［前ページ］ボタンを非表示にして前に戻れないように設定し

ます。 

☆  未回答があった場合 

未回答の問題があった場合の対応をします。 

 

※ 但し、『すべて回答するまで…』にすると、条件分岐（『はい』だった

ら答えなくていいです）など空欄がある問題があると終了することができ

ません。 

☆  「しおりをつけて閉じる」ボタンの表示 
教材を途中で終了しても、次回、続きから実行できるよう中断

した位置を保存することができます。 

☆  条件分岐機能を使用 

回答内容によって設問の出題順序を分岐させることができま

す。 

【条件分岐に伴うほかの設定】 

※ 下記の設定を一部で変更すると条件分岐機能は無効になります。 

［選択肢並べ替え］   しない 

［ランダム出題］    しない 

［前の問題に…・］   する。 

［未回答があった場合］ 何もしない 

☆  「印刷」ボタンの表示 学生に印刷許可を設定できます。 

  



【採点・結果表示】 

 

 項  目 概  要 

☆  合格点の設定 合格のボーダーラインを設定します。 

☆  回答の見直しを許可 

許可すると、前回行った回答を修正することができます。 

学生が何度修正しても、回答は１回となります。 

 

 

※ 実行回数の制限が優先されるので、回数が指定されている場合は、修

正することができません。修正機能を有効にしたい場合は、実行回数制限

を空欄にしてください。 

 

※ 【問題表示】の『前の問題に戻れないように設定する』を『する』に

すると、前の問題に戻ることができないので結果修正できない状況になり

ます。そのため、この機能を利用する場合は、『しない』に設定します。 

☆  正答/解説を表示する問題 
学生側の成績画面に正解と解説を表示するかどうかの設定が

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【他のコースメンバーへ回答を公開する】 

 

 項  目 概  要 

☆  提出されたアンケート/レポートの公開 
アンケート結果や提出されたレポートの内容を学生が閲覧で

きるように設定できます。 

☆  ピアレビュー 

レポートや記述式問題の回答を学生同士が評価しあうことが

できます。 

日時制限設定している場合は、提出期限が過ぎると 

レビューが開始されます。 

【通知設定】 

 

 項  目 概  要 

☆  レポートが提出されたときに通知する。 
教材にレポートが提出された時、ここに登録した学生に通

知する設定。 

【コース管理者に対する教材編集・成績閲覧制限】 

 

 項  目 概  要 

☆  ロックパスワード 

教材にパスワードを設定し編集や成績閲覧の制限をする

ことができる設定。 

※ 最大 10 文字のまでの半角英数記号で入力 

 


